
第1回 4月18日（木） ２０３会議室 19:00～21:15 ①グループ
テーマ これからの公園の役割と将来のあり方を考える ワークショップ結果

課題と現状 方向性

施

設

・ただ広いだけの公園はいらない、防災に必要な施設の規模や通常利

用できる施設を決めた公園の整備が必要。

・水飲み場や日除け施設は設置が必須。

・見た目（景色やイメージ）が大事であり、きれいに使える公園にし

たい。

・人を集めるのであれば駐車場の整備が必要。

人

・それぞれの世代別に楽しめるものを整備し、多様な公園を整備。

・こども同士（親が連れて行かなくても）で出かけられる公園を整備

・大人が楽しめる公園、交流が生まれる公園、地域に親しまれる公園

の整備

魅

力

・情報発信が必要 ⇒発信する人とのつながり（デジタル）

 情報発信には、どこに、どうあって、公園のつながりにゲーム性を

持たせるなどの工夫が必要

・総合公園も必要。

・小さな公園は必要な要素、つなげてハブ化するなどの工夫が必要。

令和6年度 たかやま共創ミーティング第1弾

日除け施設がない、とりあいになる

防災公園って？なに

水と日陰が少ない

アスレチックがない
暗い公園（管理されていない）が多い

遊具などを設置すると公園施設
が変化しない（古くなるだけ）

誰もいない、使われていない公園が
多い 交流がない、利用者同士のトラブル

が怖い
こども同士で行ける公園が少ない

禁止事項が多い
（いろんなことができない）

交流がない、利用者同士のトラブル
が怖い

大人目線（店がある、体力づくり）
の公園がない

土日には富山へ行ってしまう。
公園に魅力がない
魅力のある公園がない

こどもを⾧く自由に遊ばせるところ
がない

冬の遊び方がわからない

公園の情報がわからない



第1回 4月18日（木） ２０３会議室 19:00～21:15 ②グループ
テーマ これからの公園の役割と将来のあり方を考える ワークショップ結果

課題と現状 方向性

施

設

や

設

備

【公園・施設の取捨選択】...今の公園いる？いらない？

・利用者数を考えると新しい公園はいらないのでは。

・危険な遊具や使われていない遊具はいらない。

・撤去して、何もない自由な空地があった方が想像力が広がる。

【冬・屋内の遊び場】...屋内の遊び場が不足している

・プログラミング系の遊び場など

・近所の公民館等既存の施設でも遊び場として解放してほしい。

【欲しい施設】

・休憩施設、場所の充実（赤ちゃんから高齢者までがゆっくりできる）

・トイレやベンチの充実

・多様な人の集まる公園（特に児童や中高生の集まる施設）

魅

力

【公園の使い方を先に考える】

⇒整備時にランドスケープ専門家による設計を取り入れる。

⇒また行きたいと思う利用デザインや活性化が⾧続きする公園、

   地形を活かした高山らしい公園が必要。

⇒市以外の活力の利用（民間、高校生など）、収益事業も考慮。

【情報発信】

⇒こどもの安全面、ユニバーサルデザイン、利用状況、禁止行動など

【一日過ごせる公園を考える】

⇒スポーツできる公園（スケボ、バスケ、ボルタリング）

⇒インクルーシブ公園（まちづくり）を考えた視点

令和6年度 たかやま共創ミーティング第1弾

高山市が広くて全体の
バランスがわからない

いい遊具がある一方で、
ペンキなどがはがれているものもある

乳幼児にはトイレが怖くて入りにくい

壊れた遊具が放置されていることや
遊ぶと服が真っ黒になる

　　　　整理が必要

みんなが使いたい行きたい公園

地域（町内など）
小さな公園は利用されているのか

遊具が楽しくない

ｳｯﾄﾞﾌｫｰﾗﾑは屋根下が使えてよかった

公園に食べる施設がない

公園についての認識が各々異なる

駐車場のある公園が少なく
留めるスペースも小さい

赤保木・原山・モンデウス等、
外の公園は十分整備されてきている

ユニバーサルシート
が少ない

ベンチが少ないため立話をしている
（高齢者）

春から夏はどこの公園も暑い

公園の利用目的が守られていない
緑地キャンプ場化している

公園の目的と場所があっているのか
遊べる公園がない
イベントができる公園がない

冬の遊び場（公園）がない
中高生が集まる場所が少ない
小中学生が歩いて行ける公園が少ない


